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2広報せきかわ　2022・５月号

新潟県知事選挙
投票時間：7時～18時5月29日(日)は投票へ！

期日前投票は5月13日(金)～5月28日(土)　8時30分～20時まで

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
新
潟
県
知
事
選
挙
が
５
月
12
日（
木
）
告
示
、
５
月
29
日（
日
）
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
選
挙
と
な
り
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
を
十
分
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
期
日
前
投
票
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
方

　
平
成
16
年
５
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
満
18
歳
以
上
の
方
で
、
村

内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
す
。

　
た
だ
し
、
最
近
転
入
や
転
出
し

た
方
は
投
票
の
仕
方
が
変
わ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
一
覧
表
︵
投
票
条
件
等
︶
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

　
各
世
帯
に
ハ
ガ
キ
で
郵
送
さ
れ

ま
す
。
世
帯
主
名
で
郵
送
さ
れ
て

行
き
ま
す
の
で
必
ず
開
封
し
て
く

だ
さ
い
。

　
開
封
し
て
い
た
だ
く
と
最
大
４

名
分
の
﹁
投
票
所
入
場
券
﹂
に
個

人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
各
自
切
り
離
し
て
、
投
票
所
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

期
日
前
投
票
も
同
様
で
す
。

選
挙
公
報

　
候
補
者
の
氏
名
・
経
歴
・
政
見

な
ど
を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。

　
配
布
は
５
月
17
日
以
降
の
予
定

で
す
。

居
住
証
明
書
の
発
行

　
県
内
の
他
の
市
町
村
に
住
所
を

移
し
た
方
で
、
移
転
前
の
市
町
村

で
投
票
す
る
場
合
は
、﹁
引
き
続
き

県
内
居
住
証
明
書
﹂
が
必
要
で
す
。

　
居
住
証
明
書
は
、
県
内
全
て
の

市
町
村
役
場
で
発
行
が
可
能
で
す
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
前
で
も
、
本
人
が
直
接

投
票
箱
に
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

　
期
日
前
投
票
が
で
き
る
の
は
、

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
の
予

定
が
あ
る
方
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い

物
で
投
票
区
外
に
出
か
け
る
方
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
選
挙
の
た
め
密
を

避
け
る
目
的
の
方
等
に
な
り
ま
す
。

期
　
間
　
５
月
28
日(

土)

ま
で

時
　
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

会
　
場
　
関
川
村
役
場
３
階

大
会
議
室

そ
の
他
　
入
場
券
ハ
ガ
キ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
期
日
前
投
票
宣
誓
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
の
は
、

入
院
中
、
施
設
入
所
中
、
遠
方
で

就
労
中
等
の
理
由
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
方
等
に
な
り
ま
す
。

期
　
間
　
５
月
28
日(

土)

ま
で

そ
の
他
　
一
定
基
準
を
満
た
し
て

い
る
方
に
限
り
ま
す
が
、
郵
便
で

の
投
票
も
可
能
で
す
。

※

一
定
基
準…

重
度
の
身
体
障
害

者
の
方
や
要
介
護
の
方
等

※

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
投
票
所
へ
お
越
し
の
際
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
や
ア
ル
コ
ー
ル
で
の

手
指
消
毒
等
、
基
本
的
な
感
染
症

対
策
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
宿
泊
・
自
宅
療
養
等
さ

れ
て
い
る
方
は
、
特
例
郵
便
等
投

票
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【問い合わせ先】　 関川村選挙管理委員会（総務課内）　☎６４－１４４６

投票場所について

投票区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

投票所

関川村役場

村民会館
(会議室)

上土沢集落
センター

七ケ谷地区
ふるさと会館

対象地区

下関／辰田新／打上／勝蔵／

南赤谷／内須川

上関／下川口／荒川台／高瀬

／沢／湯沢

山本／幾地／鍬江沢／上土沢

／下土沢／大島

蔵田島／久保／鮖谷／金俣／

大石／安角／上川口

投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

投票所

はなみの里

金丸集落
開発センター

川北ふれあい
自然の家

女川地区
ふるさと会館

田麦千刈
生活改善センター

対象地区

大内渕／片貝／聞出／沼

金丸／八ツ口

松平／滝原／上野山／小見／

小見前新田／平内新／高田／

桂／松ヶ丘

上野原／深沢／上野新／若山

／上野／小和田／中束／蕨野

／上新保／蛇喰／南中／宮前

／朴坂

田麦千刈

5月29日（日）　７時～18時

一 覧 表（投票条件等）

期日前

投票

不在者

投票

満18歳以上の方（平成16年５月30日以前生まれ）となりますが、最近転入や転出をされた方は、

投票方法に決まりがありますので、ご注意ください。

◆◆◆　最近、転入や転出した方の投票方法　◆◆◆

と　き：５月29日（日）20時〜　　ところ：村民会館　大ホール

開票状況は、21時ころから広報無線でお知らせします。

▶令和４年２月11日以前に他市区町村から転入し、引き続き村内に住所を有する
方は…関川村で投票

▶令和４年２月12日以降に県内の他市町村から転入した方
…前住所地で投票（居住証明書必要）

※前住所地の選挙人名簿に登録のある方に限ります。

▶令和４年２月12日以降に関川村から県内の他市町村に転出した方で転出先市町
村の選挙人名簿に登録されていない方…関川村で投票（居住証明書必要）

※転出先でも引き続き住民登録のある方に限ります。

５月13日(金）〜５月28日(土)

８時30分 〜 20時

役場３階 大会議室

※可能なかぎり入場券(ハガキ)をご持参ください(印鑑不要)。

※閉庁日や17時15分以降は、通用口からお入りください。

※エレベーターをお気軽にご利用ください。

※郵便等投票の交付請求期限は５月25日(水)（必着）となります。期限に
間に合うように、お早めに手続きをしてください。

そ

の

他

投
票
で
き
る
方
の
条
件

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

開
票
事
務

転　　入

転　　出

期　　間

時　　間

会　　場
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新型コロナウイルスワクチン
３回目接種・小児接種について
新型コロナウイルスワクチン
３回目接種・小児接種について
　新型コロナウイルスワクチンの３回目接種と小児接種について、今後の予定等を

お知らせします。

●18歳以上への３回目接種

・３回目接種を希望される方への接種が４月末までにある程度済んだことから、５月以降は接種

日を限定して行います。２回目接種が昨年11月以降の方や３回目接種をまだ受けていない方で

接種を希望される場合は、役場コールセンターへ予約をお願いします。

・予約は電話予約のみとなります。

・使用するワクチンは、ファイザー社製です。

●12歳〜17歳への３回目接種

・接種の対象になるのは、２回の接種が完了した方です。

・接種券については５月上旬に発送し、５月下旬から接種を開始する予定です。

・予約方法は、原則インターネット予約となります。受付開始日等の案内については、接種券に

同封しますので、ご確認ください。

・使用するワクチンは、ファイザー社製です。

●小児（５歳〜11歳）接種

・５月の接種スケジュールについて、対象者の保護者宛に送付していますのでご確認ください。

・小児接種は２回となりますので、予約の際は、２回目（３週間後）もご都合の良い日でお願いし

ます。

・新たに５歳に到達する方には別途接種券等を送付しますので、接種を希望される場合は役場コ

ールセンターへ予約をお願いします。

・予約は電話予約のみとなります。

　新型コロナウイルスワクチン接種を公費助成（無料）で受けることができる期間は、令和４年

９月30日までとなります。

【新型コロナウイルスワクチン接種に関するお問い合わせ】

　　役場コールセンター　　　　　☎ ７５−５６６７（平日９時〜15時）

【新型コロナウイルス感染症に関するお問い合わせ】

　　役場 健康福祉課 健康推進班　　☎ ６４−１４７２
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【問い合わせ先】　 健康増進施設 コラッシェ　☎ ７５－６００８

コラッシェにぜひ来らっしぇ！コラッシェにぜひ来らっしぇ！
　健康増進施設コラッシェが４月１日にグランドオープンしまし

た。プレオープンの時にお越しいただいた皆さんも新しく通う皆

さんも続々と会員になっていただいています！

　これから運動を始めようと思っている方、運動不足解消目的の

方など、どなたでもお待ちしています。

村民等料金 一般 学生 シニア 障がい者及び
介助者

2,000円

400円

1,000円

200円１回普通券

６枚回数券

１か月

定期券
３か月

６か月

12か月

4,000円

10,000円

18,000円

34,000円

2,000円

5,000円

9,000円

17,000円

※定期券購入者は、ゆ～む普通券100円引き！！

●開館時間
13時～21時

●休館日
毎週水曜日（その他都合による）

●指導スタッフ不在日
第２・４金曜日（その他都合による）

●歩行姿勢・In Body測定日
第２・４土曜日

　皆さまのご親戚やご友人をご紹介くださ

い！ふる里会事務局から、入会案内と村のパ

ンフレット等をお送りします。

　ぜひ、いで湯の関川ふる里会をご利用くだ

さい。お待ちしております。

【問い合わせ先】

　いで湯の関川ふる里会事務局（役場地域政策課）

☎６４－１４７８

　
昭
和
58
年
に
発
足
し
、
延
べ
１
万
人
以
上
の
皆
さ
ま
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
﹁
い

で
湯
の
関
川
ふ
る
里
会
﹂
は
今
年
度
39
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
引
き
続
き
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
首
都
圏
に
住
ん
で
い
る
方
や
関
川
村
出
身
の
方
で
な
く
て
も
、
年
会
費
３
万
円
で

誰
で
も
入
会
で
き
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
年
４
回
︵
６
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月
︶
の

季
節
に
合
わ
せ
た
特
産
品
を
お
届
け
す
る
ほ
か
、
村
の
温
泉
旅
館
宿
泊
割
引
や
観
光

施
設
の
割
引
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ご
入
会
後
の
物
産
発
送
先
の
変
更
も
可
能
で
す
の
で
、
４
回
と
も
別
々
の
方
に
送

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〜

い
で
湯
の
関
川
ふ
る
里
会
会
員
大
募
集
〜

大
切
な
人
に
、
村
の
特
産
品
を
送
り
ま
せ
ん
か
？　

▶
村
自
慢
の
特
産
品
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て

　
い
ま
す
！
︵
写
真
は
一
例
で
す
︶

お気軽にお問い合せください！お気軽にお問い合せください！
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農政企画班
☎64−1447

班長 前田　智博

農村整備班
☎64−1447

班長 市井謙太郎
地域林政　
アドバイザー 遠山　勝弘

建設水道班
☎64−1479

班長 瀬賀　　豪

農林課長

冨樫　吉栄

建設課長

河内　信幸

農

林

課

建
設
課

加藤　　龍、田　悠亮

星　　拓也

相馬　拓也、沢田　梨奈、

内山　聖也

佐藤　信一、須貝　　崇、
橋はるみ、本間　　聡、
中山　義基、東海林直輝、
下野彩花

農業農村振興、人・農地プラン関係、地区営農関係、園芸
振興、六次産業化推進、農地利用計画、農村生活改善関係、
農業所得向上・経営維持、内水面漁業の振興

水田農業、稲作振興、有害鳥獣対策、畜産振興、農地農業
用施設整備、日本型直接支払制度、林業振興、村有林管理、
林道整備、林産物の活用、災害復旧事業

道路、橋梁、河川、建築、公営住宅の入居管理、道路除
雪、災害復旧事業、簡易水道・下水道の維持管理

学校教育班
☎64−1491

班長 野沢　尚史

生涯学習班
☎64−1491

班長 田村　清洋
教育課長

渡邉　隆久

歴史とみちの館（文化財保護）　館長　安久　昭男（文化行政専門員）

☎64−1288

関川小学校

関川中学校

事務局長

冨樫　吉栄
農業委員会（農政企画班内）

☎64−1447

監 査 委 員（議会事務局内）
☎64−1494

選挙管理委員会（総務班内）
☎64−1446

固定資産評価審査委員会（議会事務局内）
☎64−1494

前田　智博、加藤　　龍、

星　　拓也

農地の移動処理・指導、農業者年金、

農家の環境改善対策、農地集積・集約

対策、担い手対策、遊休農地対策

（書記）熊谷　吉則　 小池由美子
行政事務が適正に執行されているかを

厳正に監査

議会事務局
☎64−1494

議会の庶務を処理し、議会の自主的な

活動を確保するための事務を担当

書記長

野本　　誠

（書記）市井　隆範、石山　洋介、

　　　横山　迪子、新野絵梨香

事務局長

熊谷　吉則
小池由美子

各種選挙の執行、明るく正しい選挙の

推進

書記

熊谷　吉則
固定資産税の課税対象となる土地や家屋などが、適正に評価されているかを

審査

佐藤　義矩

井　新二

伊藤　　敏

共同調理場 中束美和子、田島　美香

木島　恵理、齊藤　　準、

阿部　慎平、伊藤　大助

教
　
　
　
育
　
　
　
課

教育委員会への方針を立案、学校管理運営等の学校教育
全般

生涯学習事業（文化祭等）、社会体育事業（駅伝大会等）、
ふれあい自然の家管理など

３歳児  むし歯０本
（ピッカピカ賞）該当者

集落 氏　　　名

荒川台

下関

須　貝　亮　祐　くん

田　村　　　壱　くん

りょう すけ

　　　 いち

　令和４年３月14日に行われた３歳児健診で、むし歯

が１本もなかった子どもたちに「ピッカピカ賞」が

贈られました。　　　　　　　　　　　　※順不同

令和４年福島県沖地震

被災地へ村職員派遣
　３月16日に発生した福島県沖地震で被害を受けた

新地町の復旧・復興を支援するため、村は新潟県か

らの要請を受け、職員派遣を行いました。

　３月26日～３月30日にかけて地域政策課の長谷

川健太主事が、３月30日～４月３日にかけて住民税

務課の菅原道典副主幹が、それぞれ家屋の被害認定

調査業務を行いました。
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「村のしくみ」をご案内します
令和4年4月1日現在

総務班
☎64−1476

班長 市井　隆範
防災専門員 野 正己

人事財政班
☎64−1476

班長 須貝　　出

税務班
☎64−1451

班長 小林　　誠

住民環境班
☎64−1471

班長 渡辺めぐ美

福祉保険班
☎64−1472

班長 小田　康裕

下関保育園
☎64−1277

園長 伊藤　厚子

大島保育園
☎64−1233

園長 田村　泰子

健康推進班
（子育て世代包括支援センター）

☎64−1472
班長 米野　哲弘

介護・高齢福祉班
（地域包括支援センター）

☎64−1473
班長 佐藤　恵子

地域振興班
☎64−1478

班長 石栗　孝子

交流・定住班
☎64−1478

班長 相馬　清子

総務課長

野本　　誠

参事（DX担当） 

石川　利一

地域政策課長

大島　祐治

参事（企画調整担当） 

藤原　康一

参事（観光戦略担当）

平尾　圭子

参事（脱炭素推進担当）

粟田　敏宏

住民税務課長

荒木　好子

会計室　　 会計管理者・会計室長

☎64−1451　 荒木　好子（兼住民税務課長）

須貝　克幸、市井　章子、
石山　洋介、横山　迪子、
新野絵梨香、大沼　　明、
本保　伸喜

石田　友和、渡辺　　俊、
近　　秀彦

渡邉　輝章、鈴木　　恭

友坂　一也、長谷川健太

脱炭素推進室
☎64−1478

室長 大島　祐治
（兼地域政策課長）

小島　大地

佐藤　充代、橋　沙和

子育て支援センター

堀　　香織、川崎　朋子、渡辺千恵子、五十嵐陽子、柳川　　茜、平田　寛幸、
佐藤　優衣、稲家　由夏、飯浜　顕嘉、新野紗由里、山口　明美

保　育　園

関川診療所
所長 平田　　丞
参事 須貝　博子

野沢　　茜、佐藤　正和、
菅原　道典、横山　寛介

小島こづ恵、佐藤　尚史、
稲家　　誠

近　　和則、小島　盛康、
須貝　佳苗、田村　美樹、
川鍋かやの

総

務

課

地

域

政

策

課

住
民
税
務
課

健

康

福

祉

課

関川村長　加藤　弘　　副村長　角　幸治　　教育長　佐藤 修一

総合計画・戦略、過疎計画等、地域活性化、商工業振興、
公共交通、地域情報化推進、ふるさと納税、土地利用対策
事務、鉱業振興、雇用労働対策、自然公園

保育園管理、学童保育、児童手当、障害福祉、国民健康保
険、後期高齢者医療制度、乳幼児ひとり親家庭・心身障害
者等医療給付、高齢者福祉、生活保護、民生委員・児童委
員の連絡調整

渡辺　一洋、須貝　　悠、
渡邉みなみ、川村　華子、
松田　千恵、長田はるか

健康づくり事業、保健師活動、村民の健康管理対策、疾病
予防、母子保健・歯科保健・成人保健・精神保健、食生活
改善事業・献血事業・食育事業・保育園児の栄養管理、子
育て世代包括支援センター業務、予防接種業務

舩山　　豊、島津　　心、
吉光　智華、中山　尚輝、
金城　　武

阿部　真澄、平田裕美子、渡辺　寿子、平田　るみ、齋藤　瑞綺、佐藤　千恵

松本久美子　川俣千絵子

川崎　朋子

介護認定事務、地域密着型サービス等の指導監督、その他
介護保険制度に関すること、高齢者の総合相談、介護予防
事業、認知症対策

財政管理、財政諸調査と分析、財政事情の公表、契約事務、
入札執行、人事管理、職員研修、職員福利厚生

空き家対策、移住定住対策、地域間交流、観光振興、村有
温泉施設の管理運営

地球温暖化対策計画、脱炭素社会、再エネ導入の推進、省
エネ推進

村税の課税と収税に関する事務、土地台帳と地籍図の保管
整理、国土調査事務

戸籍・住民登録、国民年金、環境衛生、廃棄物対策、公害
対策

診療科目＝内科、整形外科、小児科、外科

一般会計・特別会計などの収納、支払事務、有価証券の出
納保管、決算事務

秘書渉外、条例規則管理、村有財産管理、消防・防災、防
犯・交通安全、人権、統計調査、広報広聴、文書管理、Ｉ
ＣＴ情報化、情報公開、自治組織

事務長 須貝　博子
事務次長 小田　康裕
☎64−1051

健康福祉課長

渡邉　浩一

地域包括支援センター長
参　事

佐藤　恵子
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今
月
の
話
題
は
、
民
間
人
材
の
派
遣
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
で
す
。

　
今
年
度
、
村
で
は
財
政
支
援
の
あ
る
国
の
制
度
を
活
用

し
、
首
都
圏
の
企
業
か
ら
５
名
の
方
に
役
場
に
お
い
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
民
間
企
業
に
お
け
る
多
く
の
経
験
と
広

い
視
野
か
ら
、
村
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
し
、
新
た

な
事
業
展
開
に
も
道
筋
を
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
こ
の
分
野
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
大
手
の
イ
メ
ー
ジ
ワ
ン
㈱
出

身
の
粟
田
敏
宏
さ
ん
で
す
。
粟
田
さ
ん
は
中
東
や
ア
ジ
ア

諸
国
で
の
勤
務
経
験
が
長
く
、
電
力
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
の
知
識
・
経
験
が
豊
富
な
方
で
す
。
脱
炭
素
に

向
け
た
戦
略
の
策
定
や
事
業
の
実
施
に
従
事
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
観
光
施
策
の
再
構
築

　
こ
の
分
野
は
２
名
の
方
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
広
告
大
手
の
㈱
博
報
堂
出
身
の
藤
原
康
一
さ
ん
は
、

日
本
を
代
表
す
る
家
電
や
自
動
車
、
金
融
、
建
設
会
社
な

ど
の
宣
伝
に
携
わ
っ
て
き
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
次

に
飲
料
大
手
の
サ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
㈱
出
身
の
平
尾
圭
子
さ

ん
は
、
ビ
ー
ル
や
焼
酎
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
営
業
、
宣

伝
が
専
門
で
す
。﹁
な
っ
ち
ゃ
ん
﹂
開
発
の
際
の
ブ
ラ
ン
ド

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
担
っ
た
経
験

も
あ
り
ま
す
。
お
二
人
に
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

村
の
観
光
施
策
を
交
流
と
い
う
観
点
か
ら
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

見
直
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応

　
こ
の
分
野
を
担
当
す
る
の
は
、
Ｉ
Ｔ
業
界
大
手
の
ア
バ

ナ
ー
ド
㈱
出
身
の
石
川
利
一
さ
ん
で
す
。

　
石
川
さ
ん
は
元
社
会
保
険
庁
の
職
員
で
厚
生
労
働
省
や

日
本
年
金
機
構
で
社
会
保
障
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
転
籍
し
た
大
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
在
籍

中
に
青
森
県
む
つ
市
で
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
担
う
な

ど
、
官
民
双
方
の
経
験
を
有
す
る
方
で
す
。
村
民
の
利
便

性
向
上
と
行
政
の
効
率
化
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
た
村
の
業
務
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

■
農
業
Ｄ
Ｘ
の
活
用

　
こ
の
分
野
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
近
年
さ
ま
ざ

ま
な
業
界
や
産
業
に
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
融
合
さ
せ
る
事

業
を
展
開
し
て
い
る
㈱
オ
プ
テ
ィ
ム
出
身
の
小
林
将
大
さ

ん
で
す
。
小
林
さ
ん
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
高
い
技
術
を
有
し

て
お
り
、
日
本
各
地
で
の
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
防
除
体
制

の
構
築
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
若
く
し
て
経
験
豊
富
な

方
で
す
。
農
業
の
課
題
で
あ
る
﹁
労
働
力
不
足
へ
の
対

応
﹂﹁
生
産
の
効
率
化
﹂﹁
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
生
み

出
す
﹂
こ
と
を
目
的
に
農
業
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
ご
紹
介
し
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
村
職
員
に
は
な

い
専
門
性
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
的
に
も

素
晴
ら
し
い
方
々
で
す
。
皆
さ
ん
が
業
務
だ
け
で
は
な
く
、

村
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

村
長
室
か
ら

地域おこし協力隊 加藤 與幸さん 活動開始！地域おこし協力隊 加藤 與幸さん 活動開始！

SNSを使って村の魅力を発信

加
藤
さ
ん
自
己
紹
介

　
こ
の
た
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
石
川
県
か
ら
関
川
村
に
移

住
し
て
き
ま
し
た
加
藤
與
幸
で
す
。

　
三
条
市
出
身
で
独
学
で
す
が
パ
ソ
コ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に

詳
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
実
は
妻
の
実
家
が
関
川
村
で
、
い
つ
か
自
然
豊
か

な
地
元
の
近
く
で
仕
事
が
で
き
た
ら
と
２
人
で
話
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
見
て
、

微
力
な
が
ら
力
に
な
り
た
い
と
思
い
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
風
景
や
観
光
地
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
関
川
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
も
ち
ろ
ん
、
村
外
に
出
て
い
る
お
孫
さ

ん
や
お
子
さ
ん
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
準
備
中
で
す
。

　
初
対
面
で
は
怖
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

シ
ャ
イ
な
優
し
い
青
年
で
す
の
で
、
お
会
い
し
た
際
は
関
川

村
に
つ
い
て
、
色
々
と
教
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
早
く
馴
染
め
る

よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▲
 

加
藤
さ
ん
が
撮
影
し
た

動
画
や
写
真
が
更
新
さ

れ
て
い
ま
す。

▲ 撮影中の加藤さん

村観光協会公式
Instagram

とも　 ゆき
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デ
ジ
タ
ル
を
担
当
し
ま
す
石
川
と
申
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
と
し
て
25
年
ほ
ど
国
家
公
務
員
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
民
間
企
業
に
勤
め
て
い
ま
す
。
再
度
行

政
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
が
、
役
場
の
手
続
等
が
デ
ジ
タ
ル
に
よ

っ
て
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
秋
田
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
関
川
村
の
風
景
は
私
の
ふ

る
さ
と
（
大
仙
市
）
に
よ
く
似
て
お
り
少
年
時
代
を
思
い
出
し
て

い
ま
す
。
第
２
の
故
郷
関
川
村
の
た
め
頑
張
り
ま
す
の
で
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
バ
ナ
ー
ド
株
式
会
社
在
籍
出
向

　

関
川
村
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。

　

こ
の
た
び
、
内
閣
府
の
地
方
創
生
支
援
制
度
で
民
間
企
業
か
ら

関
川
村
に
出
向
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
政
策
課
で
は
、
観
光
戦
略

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

関
川
村
は
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、
山
登
り
が
趣
味
の
私
に
と

っ
て
飯
豊
連
峰
を
毎
日
見
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
で
、
こ
の
よ
う
な

土
地
で
働
け
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
一
日
も
早
く
村

民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
株
式
会
社
在
籍
出
向

　

企
業
在
籍
出
向
で
ま
い
り
ま
し
た
粟
田
と
申
し
ま
す
。

　

担
当
業
務
は
、
脱
炭
素
推
進
室
で
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
関
川
村
の
推
進
す
る
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
の
基
本
計

画
策
定
や
実
行
の
旗
振
り
役
を
行
う
こ
と
で
す
。
国
内
で
１
０
０

か
所
の
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
大
き
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
村
内
へ
の
導
入
が
可

能
に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
防
災
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強

化
、
地
元
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
よ
く
伺
い
な
が
ら
一
緒
に
進
め
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
イ
メ
ー
ジ
ワ
ン
在
籍
出
向

総
務
課

参
事
　石
川
利
一

　

地
域
政
策
課
で
観
光
振
興
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
藤
原
と

申
し
ま
す
。

　

出
身
は
大
阪
、
勤
務
地
は
東
京
と
、
こ
れ
ま
で
関
川
村
と
は
ご

縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
、
素
晴
ら
し
い

ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
微
力
な
が
ら
関
川
村
の
皆
様
の

お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
頑
張
る
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
一
番
の
心
配
事
は
初
め
て
の
雪
国
暮
ら
し
と
い
う
こ

と
で
す
。
雪
国
素
人
が
必
ず
遭
遇
し
、
困
る
事
態
の
私
を
ど
こ
か

で
見
か
け
ら
れ
た
際
に
お
教
え
い
た
だ
け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

株
式
会
社
博
報
堂
出
身

地
域
政
策
課

参
事
　藤
原
康
一

職員紹介 今年度、関川村役場に多くの職員が仲間入りしました。
どうぞよろしくお願いいたします。

　

こ
の
４
月
か
ら
農
林
課
の
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
任
用
さ

れ
ま
し
た
遠
山
と
申
し
ま
す
。
生
ま
れ
育
ち
は
村
上
市
の
高
根
集

落
で
す
。
村
上
桜
ケ
丘
高
校
の
林
業
科
を
卒
業
後
、
新
潟
県
庁
に

採
用
さ
れ
、
多
く
の
人
々
に
助
け
ら
れ
無
事
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

民
間
等
へ
の
再
就
職
中
に
関
川
村
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
期
待
に
応
え
ら
れ
る
か
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
新
潟
県
か

ら
い
た
だ
い
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
、
関
川
村
の
森
林
資
源
の
活

用
に
よ
る
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
政
策
課

参
事
　粟
田
敏
宏

農
林
課

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

主
幹
　遠
山
勝
弘

地
域
政
策
課

参
事
　平
尾
圭
子

　

株
式
会
社
オ
プ
テ
ィ
ム
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
小
林
と
申
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
開
発
と
普
及
を
行
う
農
業
事
業
部
に
所

属
し
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
水
稲
の
播
種
・
施
肥
・
散
布
の
事

業
企
画
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
の
好
き
な
格
言
に
「
稲
の
こ
と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の
こ
と

は
農
民
に
聞
け
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
格
言
の
ご
と

く
、
こ
の
た
び
い
た
だ
い
た
ご
縁
を
大
切
に
現
場
主
義
で
よ
り
多

く
を
吸
収
し
、
関
川
村
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！！

株
式
会
社
オ
プ
テ
ィ
ム
在
籍
出
向

農
林
課

主
事
　小
林
将
大



10広報せきかわ　2022・５月号

おめでとうございます 自治功労（高齢者）表彰
　このたび、村のほう賞条例に基づき、自治功労表彰が行われ、満百歳の誕生日を迎えられた駒沢チ

ヤウさん（湯沢）と鳥屋キミ子さん（湯沢）に表彰状と記念品が贈られました。

　駒沢さんは若いころから何にでも興味を持ち、猫ちぐらを作ったり、お孫さんから英語を習ったり

していたとのこと。鳥屋さんは「たくさんの皆さんに支えられて100歳を迎えました」と施設の方々

に感謝していました。

　村内の百歳以上の方は、駒沢さん、鳥屋さんを含め、４月20日現在で12名になりました。

▶

駒
沢
チ
ヤ
ウ
さ
ん

大
正
11
年
１
月
８
日
生
ま
れ

▶

鳥
屋
キ
ミ
子
さ
ん

大
正
11
年
３
月
26
日
生
ま
れ

お
め
で
と
う
新
１
年
生
！　
小
・
中
学
校
入
学
式

　
４
月
７
日
、
う
ら
ら
か
な
春
空
の
も
と
、
関
川
小
学
校
と
関
川
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
と
も
に
30
名
が
入
学
し
、
新
し
い
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

関川小学校

関川中学校
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橋
サ
イ
子
さ
ん

︵
大
石
︶

再任

人権擁護委員に髙橋サイ子さん

　４月１日付けで、橋サイ子さん（大石）が人権

擁護委員に再任されました。人権擁護委員は、法務

大臣が委嘱する無報酬の非常勤特別職です。任期は

３年で、「人権擁護委員法」に基づき、さまざまな

分野の人たちが、地域の中で人権思想を広め、人権

を擁護していくために啓発・相談などの活動を行い

ます。相談は無料で、秘密は固く守られます。

　村の人権擁護委員は３人で、石山キンさん（下川

口）と鈴木精一郎さん（下関）も活動しています。

中

束

雅

彦
さ
ん

︵
中
束
︶

新任

監査委員に中束雅彦さん

　大戸三男さん（下関）の任期満了に伴い、４月

１日付けで中束雅彦さん（中束）が監査委員に選

任されました。任期は令和８年３月31日までの

４年間です。

　今後、村の監査委員として財務に関する事務の

執行及び事業の管理を監査していただきます。

　また、このたび退任された大戸さんには、８年

もの長きにわたり、ご尽力いただきました。あり

がとうございました。

「知事と一緒に車座トーク」
地域の元気づくりを考える

　４月６日、花角知事が来村され、住民が主役の

元気な地域づくりについて、その課題に向き合い

活動されている村民の方々との車座トークが開催

されました。

　車座トークとは、知事が県内各地に出向き、そ

れぞれの地域で取り組みを行っている方々と車座

になって意見を交換し、地域の課題について一緒

に考える意見交換会です。

　この日は、加藤克徳さん（七ヶ谷谷人倶楽部代

表・鮖谷）、近 美千代さん（旧斎藤医院つなぐプロ

ジェクトメンバー・幾地）、田美香さん（村地域

おこし協力隊・上関）、五十嵐紀人さん（丸重商店

・上関）、橋 俊さん（橋屋観山荘・高瀬）の５

名に村長も加わって、知事と地域活性化の取り組

みや移住、観光などで人を呼び込む方法について

意見を交換しました。

消防団辞令交付式
地域の安全安心のために

　４月３日、ふれあいど〜むを会場に村消防団の

辞令交付式が行われました。今年も感染症対策の

ため、参集規模を縮小し、消防団は、幹部と新任

団員など24名の参加となりました。

　辞令交付では、五十嵐忠団長（上川口）が新幹

部と新任団員に辞令を交付し、交付式終了後は、

規律・隊編成等の訓練を行いました。

　訓練では、新任団員に幹部が直接指導を行い、

新任団員は緊張した表情で訓練を受けていました。

　今年度は、第４分団も含め、357人の消防団員

が活動しています。
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　４月７日の入学式で、30名の新入生を迎え、

今年度は全校生徒が94名となりました。

　新１年生が登校して

目にするのが、３月に

２,３年生が行ったウク

ライナの方々へのメッ

セージ集です。

　３月に校内で行った

緊急募金には、村役場

の皆様からもご協力い

ただきました。募金は

82,826円になり、全額

を在日ウクライナ大使館に送金しました。メッ

セージ集も４月下旬には大使館に送付する予定

です。

　４月３日の荒川クリーン作戦では、清掃活動

を通して地域貢献しようとの生徒会からの呼び

かけに、多くの生徒がボランティアとして参加

しました。困っている方々のため、地域のため、

自分たちにできることをやろうと生徒会リーダ

ーが動き、フォロワーの会員生徒がすぐ呼応し

た上記２つの活動は、今年度の生徒会活動を大

きく後押しするはずです。

　４月から、給食は、共同調理場から届くコン

テナから食缶等を給食当番が運び出し、盛り付

ける形になりました。１年生は、初のランチル

ーム給食です。生活がさまざまに変化する春で

すが、生徒が柔軟に対応していけるよう、支援

していきたいと思います。

【新年度の学校生活、皆で楽しんでいこう】

関川プライド　〜 何事にも思いを込めて 〜

籠

島

智

文
　

巡
査
長

か
ご
　
し
ま

　このたびの異動で下関交番勤務となりました籠島

と申します。

　出身は新発田市で、村上警察署勤務は初めてとな

ります。

　赴任したばかりで分からないことが多くあります

が、一日も早く関川村のことを学びたいと思います。

また、この自然豊かで穏やかな環境を守りながら、

皆様が安心して安全に暮らせるように一生懸命頑張

りますので、よろしくお願いいたします。

下関交番配属になりました

　今年度から関川小学校内の給食調理場が「関川

村学校給食共同調理場」となり、関川小・中学校

の給食を調理することとなりました。関川中学校

の給食は、専用の給食運搬車で運ばれ、温かい状

態で提供されます。

　共同調理場では、今後も引き続き児童・生徒の

皆さんに安全・安心なおいしい学校給食を提供し

ていきます。

　共同調理場で作られた

給食を運搬車へと積み込

み、関川中学校へ運んで

います。

学校給食共同調理場として
給食の提供を開始

学校給食共同調理場として
給食の提供を開始
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　後期高齢者医療制度は、高齢者の方が将来

にわたって安心して医療を受けられるための

制度です。

　皆さんから納めていただく保険料は、皆さ

んがケガや病気をしたときの医療費などを支

払うための大切な財源となります。

　これからも健全な医療保険制度を維持して

いくために、保険料は忘れずに納めましょう。

お困りの際はご相談ください

　火災などの災害や所得の著しい減少など、特別な事情で保険料の納付が困難なときは、申

請によって保険料の徴収の猶予や減免を受けられる場合がありますので、お早めに健康福祉

課へご相談ください。

保険料の納付に口座振替をご利用ください

　保険料を納付書で納めている方には、口座振替をお勧めしています。口座振替にすると、

保険料の納め忘れの心配や、納期のたびに金融機関へ行く必要がなくなり大変便利です。

　また、年金から納めている方でも、手続きによって年金からの納付を中止し、口座振替に

よる納付に変更することもできます。

　なお、手続きをしてから実際に口座振替が開始になるまで１～２か月かかります。その間

の保険料の納め忘れにご注意ください。

※ご家族の口座からの納付に変更した場合、所得税や住民税の社会保険料控除は、実際に保険料を

　負担した方に適用されます。税額に影響が生じる場合がありますので、ご注意ください。

【口座振替への手続きに必要なもの】

　　●振替口座の預金通帳　　●通帳のお届け印　　●保険証

【取扱金融機関】

　　・村上信用金庫　関川支店　　　・にいがた岩船農協　関川支店

　　・第四北越銀行　坂町支店　　　・ ゆ う ち ょ 銀 行

▲医療機関での窓口負担を除いた医療費を

　上の図の割合で負担します。

問い合わせ先　 役場 健康福祉課 福祉保険班　☎ ６４－１４７２



14広報せきかわ　2022・５月号

下関・七ヶ谷

渡邉　みなみ

四ヶ字・九ヶ谷・川北

川村　華子

上関・霧出

松田　千恵

湯沢・女川

長田　はるか

　令和４年度の健康推進班の保健師と担当地区です

問い合わせ　役場 健康福祉課 健康推進班　☎ 64−1472

　令和３年度中に役場に健康せきかわポイントカードを提出された94名の中から、抽選で６名の

方に越後もち豚ロース肉や特選肉厚あらかわ生しいたけをプレゼントさせていただきました。

村長と副村長が
くじを引きました！
ご当選おめでとう
ございます★

令和４年度も
健康せきかわポイント
カード事業を実施します！
皆さん、ぜひご活用
ください！

安 城 恵美子 さん　　 橋 忠 夫 さん

長谷部 かづ子 さん　　八 幡 　 淳 さん

本 間 　 愛 さん　　近 　 洋 助 さん

～ 令和３年度健康せきかわポイントカード事業 ～

保健師紹介保健師紹介

担当地区

保 健 師

健康づくりのお手伝いをします！

こころや身体の健康に関すること、

お子さんの発育や発達で気になること等、

何でもお気軽にご相談ください！
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新
潟
県
立
坂
町
病
院
　内
科
　

近
　
　
　
幸
　
吉

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

　

現
在
・
過
去
・
未
来 

あ
の
人
に

逢
っ
た
な
ら…


ち
ょ
っ
と
昔
の
歌

謡
曲
、
た
し
か
渡
辺
真
知
子
の
歌
だ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
も
、
平

成
８
年
４
月
よ
り
坂
町
病
院
に
勤
務

し
四
半
世
紀
、
丸
25
年
が
経
ち
ま
し

た
。
今
回
の
﹁
広
報
せ
き
か
わ
﹂
に

は
、
私
の
勤
務
開
始
当
時
か
ら
、
現

在
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

今
後
の
坂
町
病
院
の
展
望
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
８
年
勤
務
開
始
当
時
の
坂
町

病
院
は
病
床
数
１
５
０
床
、
内
科
、

外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、

耳
鼻
科
、
泌
尿
器
科
の
常
勤
医
が
お

り
最
大
16
名
の
常
勤
医
が
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
ニ
総
合
病

院
と
し
て
の
坂
町
病
院
は
、
そ
う
長

く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
最
大
16
名
い
た
常
勤
医
が
平
成
19

年
に
は
内
科
、
外
科
、
小
児
科
の
３

科
で
わ
ず
か
８
名
ま
で
に
減
少
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
常
勤
医
の
減
少
は
、

ど
う
し
て
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
坂
町
病
院
に
限
っ
た
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
潟
県

の
み
な
ら
ず
全
国
の
中
小
規
模
病
院

で
同
様
の
変
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
原
因
と
し
て
は
、
以
下
の
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
新
臨
床
研
修
制
度

　
こ
れ
ま
で
、
大
半
の
医
学
生
が
大

学
の
医
学
部
を
卒
業
す
る
と
医
学
部

の
医
局
に
入
局
し
自
分
の
専
門
を
決

め
研
修
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
医
局

在
籍
中
に
学
位
論
文
の
作
成
、
専
門

医
資
格
の
取
得
を
進
め
ま
し
た
。
大

学
病
院
の
医
局
は
、
そ
の
間
、
在
籍

し
て
い
る
医
局
員
に
一
定
期
間
、
地

域
の
病
院
へ
出
向
を
命
じ
、
医
局
員

に
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
臨
床
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う

と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
取
っ
て
い
ま

し
た
。
大
学
医
局
は
、
地
域
に
お
け

る
安
定
し
た
医
師
の
供
給
源
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
16
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
新
臨
床
研
修
制
度
で
は
、
卒

後
２
年
間
は
大
学
病
院
、
他
の
大
規

模
病
院
で
臨
床
研
修
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
医
学

部
を
卒
業
直
後
の
研
修
医
が
全
身
的

に
患
者
さ
ん
を
診
る
力
を
大
い
に
高

め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学

で
初
期
研
修
を
開
始
す
る
医
師
は
激

減
し
、
そ
れ
と
と
も
に
初
期
研
修
後

に
大
学
医
局
に
入
局
す
る
医
師
も
減

少
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

大
学
病
院
が
地
域
の
病
院
に
医
師
を

派
遣
す
る
能
力
も
減
衰
し
て
い
き
ま

し
た
。

・
地
域
医
療
構
想
／

新
潟
県
立
病
院
経
営
委
員
会

　
日
本
は
、
欧
米
に
比
べ
る
と
人
口

当
た
り
の
病
院
ベ
ッ
ド
数
が
多
く
こ

れ
が
国
の
医
療
費
高
騰
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

の
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め
の
一
つ

の
方
策
と
し
て
病
院
ベ
ッ
ド
数
を
削

減
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
機
運
は
以

前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
構
想
は
、
機
能
が
重
な

っ
て
い
る
地
理
的
に
近
い
︵
具
体
的

に
は
車
で
30
分
以
内
︶
公
立
病
院
、

準
公
立
病
院
︵
厚
生
連
、
日
赤
も
含

む
︶
に
つ
い
て
病
床
数
を
再
検
討
す

る
と
い
う
国
主
導
の
公
立
病
院
、
準

公
立
病
院
の
病
床
制
限
の
動
き
で
す
。

新
潟
県
立
病
院
経
営
委
員
会
は
新
潟

県
立
病
院
に
お
け
る
病
床
制
限
の
動

き
で
、
慢
性
的
な
県
立
病
院
の
赤
字

経
営
が
県
の
財
政
の
負
担
に
な
っ
て

お
り
病
床
数
、
経
営
形
態
を
再
検
討

し
て
行
く
と
い
う
県
主
導
の
諮
問
委

員
会
で
す
。
い
ず
れ
も
大
き
な
背
景

に
は
、
過
剰
な
病
床
数
が
医
療
費
の

高
騰
を
招
き
国
、
県
の
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ

り
ま
す
。
人
口
当
た
り
の
有
効
医
師

数
が
全
国
で
最
も
少
な
く
、
ま
た
面

積
も
広
大
で
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
他
の
地
域
に
比
べ
困
難
な
新
潟

県
へ
の
適
応
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
残

り
ま
す
。

・
医
師
の
働
き
方
改
革

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
本
格
的
に
医

師
の
働
き
方
改
革
が
始
動
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
医
師
は
、
夜
間
当
直
し
て

坂
町
病
院
の
現
在
・
過
去
・
未
来

も
翌
日
通
常
通
り
、
外
来
、
病
棟
業

務
、
手
術
を
こ
な
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
一

般
の
労
働
者
と
同
じ
く
労
働
時
間
の

制
限
が
生
じ
ま
す
。
大
病
院
で
も
小

病
院
で
も
当
直
は
必
ず
一
人
︵
大
き

い
と
こ
ろ
で
は
内
科
系
、
外
科
系
各

一
人
︶
必
要
で
す
の
で
、
翌
日
の
勤

務
を
オ
フ
と
す
る
た
め
に
は
こ
れ
ま

で
以
上
の
医
師
を
確
保
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
大
病
院
の
救
急
対

応
を
優
先
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
大
病
院
に
医
師
を
集
約
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
っ
た
、
中
小
規
模
病
院
の

病
床
数
制
限
、
大
規
模
病
院
へ
の
医

師
の
集
約
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
今

後
坂
町
病
院
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。
今
後
、
予
想
さ
れ
る

病
院
再
編
成
、
医
師
集
約
化
の
流
れ

の
中
で
生
き
残
っ
て
い
け
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　
今
後
、
国
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え

る
２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
の
急

性
期
医
療
、
看
取
り
医
療
を
十
分
に

支
え
る
病
床
数
の
確
保
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
定
範

囲
の
地
域
で
、
福
祉
施
設
、
診
療
所
、

核
と
な
る
病
院
が
協
力
し
て
住
み
慣

れ
た
地
域
で
高
齢
者
を
人
生
の
最
後

ま
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う

構
想
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　
坂
町
病
院
が
今
後
担
っ
て
行
く
べ

き
役
割
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
地
域

包
括
医
療
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
な
役

割
と
な
る
病
院
で
す
。
こ
の
規
模
に

204

し
て
は
、
当
院
の
在
宅
医
療
︵
平
成

26
年
２
月
強
化
型
在
宅
療
養
支
援
病

院
認
定
︶、
リ
ハ
ビ
リ
、
退
院
調
整
機

能
を
担
う
医
療
相
談
室
の
機
能
は
か

な
り
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
強
化

型
在
宅
療
養
支
援
病
院
と
し
て
１
人

開
業
医
等
の
夜
間
対
応
の
支
援
、
急

変
時
の
一
時
入
院
受
け
入
れ
、
家
族

の
都
合
で
急
な
自
宅
外
療
養
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
の
緊
急
避
難
的
入
院

︵
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
︶
の
受
け
入
れ

等
地
域
の
在
宅
医
療
に
対
し
て
中
心

的
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
入

退
院
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
最
後
の

看
取
り
ま
で
患
者
さ
ん
の
ご
希
望
に

沿
っ
た
形
で
の
医
療
を
提
供
で
き
る

体
制
は
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
で
整
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
今
後
期

待
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
モ
デ
ル
的

な
病
院
に
な
り
う
る
資
質
も
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
坂
町
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
色
々
な

時
代
を
乗
り
越
え
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
大
幅
な
変

革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ひ
と
つ
曲

が
り
角
ひ
と
つ
間
違
え
て
迷
い
道
く

ね
く
ね

と
な
ら
な
い
よ
う
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
要
望
、
国
、
県
の
方
針

を
十
分
に
掌
握
し
時
代
に
あ
っ
た
坂

町
病
院
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１
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江
戸
時
代
は
、
食
糧
増
産
・
人

口
増
加
の
時
代
で
す
。
新
田
開
発

が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
明
元(

一
七
八
一)

年
、
小
見

村
の
佐
源
太
は
、
小
見
村
前
か
ら

高
田
村
近
く
ま
で
の
古
い
川
原
跡

の
開
発
計
画
を
、
当
時
の
領
主
米

沢
藩
の
上
関
代
官
所
に
提
出
し
ま

し
た
。

﹁
開
発
面
積
約
20
町
歩
の
内
、
水

田
７
町
歩
、
畑
5.5
町
歩
、
残
り
は

用
水
路
と
畔
や
道
に
使
う
。
用
水

は
、
荒
川
の
上
流
に
取
水
口
を
設

け
、
そ
こ
か
ら
水
路
を
掘
る
。
水

害
防
止
の
た
め
、
荒
川
の
岸
４
ヶ

所
に
総
延
長
５
３
６
間
の
石
堤
を

造
り
、
本
流
に
は
、
水
は
ね
︵
水

流
安
定
の
た
め
の
工
作
物
︶
を
据

え
る
﹂
と
い
う
計
画
。

　
堤
防
工
事
の
費
用
は
本
来
領
主

持
ち
で
す
が
、
代
官
所
は
、
田
畑

面
積
の
少
な
さ
を
理
由
に
断
り
ま

す
。
佐
源
太
は
、
や
む
な
く
工
事

費
自
己
負
担
と
し
、
代
わ
り
に
地

代
金
を
安
く
し
、
鍬
下
年
季
︵
開

発
免
税
期
間
︶
も
７
年
に
し
て
ほ

し
い
と
願
い
出
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

代
官
所
は
そ
れ
も
渋
り
、
結
局
、

地
代
金
は
田
畑
分
で
計
７
両
、
鍬

下
年
季
は
３
年
で
許
可
さ
れ
ま
し

た
。

　
佐
源
太
は
提
出
書
の
最
後
に
こ

う
書
い
て
い
ま
す
。﹁
こ
の
上
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
地
代
金

を
増
す
こ
と
は
、
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。
鍬
下
年
季
も
同
様
で
す
﹂

と
。
代
官
所
の
担
当
役
人
と
、
か

な
り
の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

　
そ
の
翌
年
の
こ
と
。
佐
源
太
の

負
担
増
に
、
代
官
所
も
心
配
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
保
証
人
の
小

見
村
平
太
郎
た
ち
に
﹁
佐
源
太
は

経
済
的
に
窮
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

大
丈
夫
か
﹂
と
問
い
合
せ
て
い
て
、

﹁
心
配
な
い
﹂
と
い
う
平
太
郎
た

ち
の
回
答
書
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
四
年
後
の
天
明
五
年
、

米
沢
藩
の
検
地(

土
地
調
査)

が
あ

り
、
小
見
前
新
田
の
田
畑
は
12
・

５
町
歩
。
計
画
通
り
。
佐
源
太
の

開
発
は
見
事
、
成
功
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
小
見
前
新

田
は
、
佐
源
太
か
ら
上
関
村
利
左

衛
門
へ
、
や
が
て
は
下
関
村
渡
辺

三
左
衛
門
へ
譲
渡
さ
れ
ま
す
。
そ

の
経
緯
を
示
す
文
書
も
残
っ
て
い

ま
す
が
、
紙
幅
も
尽
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
佐
源
太
の
功
績
だ
け
に

留
め
ま
す
。

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史
館
に
展
示
﹀

で

佐
源
太
、
小
見
前
新
田
を
開
発
す

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


一人で悩まず、誰かに相談してみませんか こころの悩み　相談窓口こころの悩み　相談窓口
　悩み事の理由はさまざまです。中には人に相談しにくく、悩みを一人で抱えている方もいるかもし

れません。身近な人に相談しにくい、どこに相談すればいいのか分からない場合は、まずは下記まで

お電話ください。

　※相談は無料ですが、別途通話料がかかります。

相談機関 電話番号

◇ 新潟県こころの相談ダイヤル ☎ 0570−783−025（年中無休・24時間受付）

◇ 下越いのちとこころの支援センター ☎ 0254−28−8880（土、日、祝日、年末年始を除く）

◇ 新潟いのちの電話（村上） ☎ 0254−53−4343（年中無休・24時間受付）

◇ 村上地域振興局健康福祉部（村上保健所） ☎ 0254−53−8369（土、日、祝日、年末年始を除く）

◇ 関川村役場健康福祉課　保健師 ☎ 0254−64−1472（土、日、祝日、年末年始を除く）
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７日（土）、 22日（日）

虹色と、汽車のメロディーが目印です♪

村民会館の図書室で開催！無料です！

村民会館図書室

　お天気の良い日は、本と一緒にお出かけしてみてはいかがでしょうか。お気に入りの場所で開く

一冊は、新たな物語との出会いを連れてきてくれるかもしれませんね。

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

　29歳の女性リキ。非正規雇用ゆえに貧

困にあえぐ彼女が自らの境遇を打開する

ために縋りついたのは、国内ではまだ認

められていない代理母出産であった。

　彼女には失うものなど何もなかったは

ずだが…

NEW！！

これよんで！

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用を
お願いします。また、体調の悪い方は参加をお控えください。

時間は、10時30分からです。

ブルーベリーのみなさんが贈る、ステキな

おはなしの世界。ご家族みんなでおいでく

ださい。

おはなしの会
21日は21日は

絵本の読み聞かせ

『燕は戻ってこない』

桐野夏生　作

　朝お化粧をするように足

や触覚をなめたり、獲物を

逃がしちゃったり…あたた

かなまなざしで忠実にかま

きりの姿を描いた作品です。

『かまきりのちょん』

得田之久　作

学生の
学習を応援

！図書室を「学習スペース」として開放します

【問い合わせ】　 役場 教育課 生涯学習班　☎ ６４－１４７２

「家だと集中して勉強できない」、「静かな環境で勉強したい」という学生のために、図書室の
利用時間を延長し、「学習スペース」として開放します。
　この機会に、ぜひ図書室を利用してみませんか。

【期　　間】　５月２日～６月30日
【日　　時】　月・火・木・金（定休日を除く）

17時15分～21時
【対 象 者】　学生（中高生、大学生、専門学校生等）

【利用方法】　村民会館の正面玄関から入場し、「関川村公民館図書室利用報告」を
記入してください。

【そ の 他】　開放時間中の本の貸し出しは行いません。
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村に定住する新婚夫婦に
お祝い金10万円を交付します関川村結婚祝金交付事業関川村結婚祝金交付事業関川村結婚祝金交付事業

村では、未婚者の婚姻を奨励し若者の定住を促進するため、結婚して村に定住する新婚夫婦に「関川村結婚祝金」を交付します。

詳細は、村のホームページをご確認いただくか、下記へお問い合せください。
【問い合わせ先】　役場 住民税務課 住民環境班　☎ 64－1471

●
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
新
歓
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
！

　
４
、
５
月
の
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、

毎
年
新
入
生
歓
迎
会
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
！
社
会
問
題
解
決
へ
向

け
て
共
に
頑
張
る
仲
間
を
見
つ
け

る
た
め
、

☆
説
明
会
・
・
・
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
活

動
の
写
真
や
動
画
を
活
用
し
て
新

入
生
に
伝
え
る
。

☆
交
流
会
・
・
・
簡
単
な
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
雰
囲

気
を
感
じ
て
も
ら
う
。

　
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
！

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
以
前
よ
り

も
収
束
に
向
か
い
、
大
学
の
授
業

は
対
面
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
歓
は
オ
ン
ラ
イ
ン
も
う
ま
く
活

用
し
な
が
ら
、
一
緒
に
頑
張
る
仲

間
を
探
し
て
い
ま
す
！

●
今
月
か
ら
担
当
が
変
わ
り
ま

す
！
●

　
こ
の
５
月
号
か
ら
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ

Ａ
通
信
の
担
当
が
変
わ
り
ま
す
！

●
大
学
・
学
年
・
名
前

学
習
院
女
子
大
学
３
年

吉
田
愛
里
紗(

よ
し
だ 

あ
り
さ)

●
出
身
地

　
東
京
都
東
久
留
米
市

●
趣
味

　
手
話(

ま
だ
初
心
者
で
す
！)

●
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
今
年
か
ら
初
め
て
人
を
ま
と
め

る
立
場
に
立
っ
た
の
で
、
上
手
く

み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

●
意
気
込
み

　
関
川
村
に
つ
い
て
、
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
が
、

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
こ
と
を
お
伝
え
す

る
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
知
っ
て
い

き
た
い
で
す
！
そ
し
て
、
実
際
に

訪
れ
て
み
た
い
で
す
！
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

●
大
学
・
学
年
・
名
前

東
洋
大
学
４
年

赤
羽
真
萌

(

あ
か
は
ね 

ま
ほ)

●
出
身
地

　
長
野
県
松
本
市

●
趣
味

　
写
真
を
撮
る
こ
と
！

●
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
大
学
生
活
が
残
り
１
年
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
就
職
活
動
や

資
格
勉
強
を
頑
張
り
つ
つ
、
１
年

間
楽
し
め
る
よ
う
に
過
ご
し
て
い

ま
す
！

●
意
気
込
み

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
通
信
の
担
当
に
な

っ
て
３
年
目
を
迎
え
ま
す
！
関
川

村
の
方
に
は
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の

﹁
今
﹂
を
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
は
関

川
村
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
！

　
２
０
２
２
年
度
は
こ
の
２
人
で
、

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　
今
後
の
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
通
信
を
お

楽
し
み
に
！

【対 象 者】令和４年４月1日以降に婚姻届を提出し受理され、婚姻日から1年を経過していない夫婦
【交付要件】　次の１～４を全て満たす夫婦

①申請日に夫婦ともに村内に住所があり、居住している。
②お祝い金を受け取った日から、夫婦が３年以上村内に定住する意思がある。
③夫婦のどちらも過去にこの制度によるお祝い金を受け取ったことがない。
④夫婦のどちらも村税の滞納がない。
また、村外から転入している場合は、転入前の市区町村税の滞納がない。

【支給金額】１組につき10万円
【申請手続き】婚姻日から１年以内に必要書類を提出してください
【必要書類】①「関川村結婚祝金交付申請書」

②婚姻届受理証明書または夫婦の戸籍謄本の写し ※１コピーではなく窓口で交付されたもの

③夫婦の住民票の写し ※１コピーではなく窓口で交付されたもの

④夫婦の市区町村税の納税証明書 ※２市区町村が発行する前年分の滞納がないことがわかるもの

⑤「誓約書」
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令和４年度「二十歳を祝う会」の
企画実行メンバー募集！！

【対 象 者】

平成13年４月２日～平成14年４月１日生まれの

方で下記のいずれかに該当する方

①現在関川村に住所のある方

②関川中学校を卒業した方

③満15歳時に関川村に住所があった方

④その他村長が認める方

【活動内容】「二十歳を祝う会」の内容についての

企画・検討

【活動期間】 ６月から８月

【申込期限】 ５月17日（火）

【申込み先】 役場 教育課 生涯学習班　☎６４－１４９１

　４月１日から成人年齢が18歳に引き下げられましたが、

村ではこれまでどおり20歳を迎えた皆さんを対象に「二

十歳を祝う会」として祝典を開催することとしました。

　そこで、令和４年度の「二十歳を祝う会」を企画・検討

するメンバーを募集します。ご友人等お誘い合わせのうえ、

興味のある方はお気軽にご連絡ください。

表紙の写真は地域おこし協力隊の

加藤さんに提供いただきました。

村の公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍには、このほか

にもたくさんのきれいな写真や動画が

掲載されています。ぜひこの機会に

村のＩｎｓｔａｇｒａｍのフォローをお願い

します。（み）

編集室から

●３月16日〜４月15日までの届出●

お誕生おめでとうございます
笑　麻ちゃん（女）　松　平

　　　　　　平田　元喜・里奈 さん

　晟　ちゃん（男）　　沢

　　　　　　河内　　悠・理美 さん

え　　 ま

　じょう

ごめい福をお祈りいたします
近　ヒサ子　さん　　87歳　　高　田

須貝　正之　さん　　90歳　　高　田

松田　初子　さん　　87歳　　下　関

平𠩤　秀雄　さん　　75歳　　上土沢

新野フミ子　さん　　94歳　　南赤谷

平田　　均　さん　　58歳　　下　関

横山　スヱ　さん　　86歳　　上新保

渡邉　利次　さん　　88歳　　上　関

小池　泰子　さん　　96歳　　下　関

川又　カツ　さん　　88歳　　鮖　谷

横山　洋子　さん　　78歳　　上新保

渡邉　キイ　さん　　82歳　　上　関

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

（　　　　　　　　）

令和４年３月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,861世帯（＋２）
総 人 口　　5,116 人（−26）
　 男 　　　2,468 人（−10）
　 女 　　　2,648 人（−16）

転入　17人　　転出　34人

出生　１人　　死亡　10人

人 の 動 き

関川村結婚新生活支援補助金関川村結婚新生活支援補助金
　村では、結婚生活を支援するため、新婚世帯の新居の購入費や家

賃、引越し費用の補助をしています。

　今年度はリフォーム費用も対象になる予定です。

【対象者】

　令和４年１月１日〜令和５年３月31日までの間に婚姻届を提

出し、受理された新婚世帯

【補助対象経費】

　令和４年１月１日〜令和５年３月31日までの間に支出した住

居費や引越費用等に対して最大30万円

※対象経費の領収書等捨てずに保管しておいてください。

　その他、補助の要件や対象経費の詳細、申請方法については、６月

中旬頃に広報誌や村のホームページでお知らせする予定です。

【問い合せ先】　役場住民税務課住民環境班 ☎ 64－1471
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キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち

　今月は、関川中学校の生徒会長になった明石朔

季さん（３年・下関）にインタビューしました。

生徒会長に立候補したきっかけはなんで
すか？

　２年生の時に書記局員をしていて、その時に

友だちから生徒会長に立候補しないかと言われ

たことがきっかけです。

将来の夢は？

　中学校の先生。

　普段は穏やかで、締めるところは

きっちりと締める、メリハリのある

曽川先生のような先生が目標です。

生徒会長としてのこれからの目標はなんですか？

　生徒会長に立候補した時に掲げた公約を達成したいです。

　公約の１つに色々なプロジェクトに参加することを掲げていて、４月３

日に行われた荒川一斉クリーン作戦に参加したり、ウクライナへの募金活

動を行いました。

あなたに
直撃

226

　この４月から関川村の職員に採用され

た長田はるかさんに話を聞きました。

①関川村役場を希望した理由は？

　出身地が旧荒川地区で、関川村には何

度か遊びに来ていました。特に大石ダム

のトンネルの頭上に飾ってあった、わら

の蛇が好きでした。幼いころから『大里

峠』のビデオを好んで見ていたことも理

由の一つです。

②普段、心掛けていることは？

　分からないことを積極的に聞くように

しています。職場の皆さんが優しく丁寧

に教えてくださるのでとてもありがたい

です。なるべく早く仕事を覚えて村民の

方々の役に立てるように頑張りたいと思

います。

③今、夢中になっていることは？

　推理小説や謎解きです。難しい問題が

多く頭を抱えることもありますが、「あ

っ！」と気付いた時のスッキリ感がとて

も楽しいです。クロスワードなども好き

で、父と一緒に新聞の問題を解いたりし

ています。

④村民の皆さんに一言お願いします。

　まだ分からないことが多く、ご迷惑を

おかけするかもしれませんが、なるべく

早く皆さんのお役に立てるように精いっ

ぱい頑張ります。たくさんお話できたら

うれしいです。よろしくお願いします。

長

田

は
る
か
さ
ん

︵
関
川
村
役
場

健
康
福
祉
課
︶

お
さ
　
だ

vol.123

　
お
祭
り
が
大
好
き
で
、
お
調
子
者
の
晴
輝
と
、
お
て
ん
ば
だ
け

ど
ま
だ
ま
だ
甘
え
ん
坊
の
乙
夏
。
２
人
の
元
気
印
で
我
が
家
は
、

毎
日
が
大
騒
ぎ
で
す
。

　
有
り
余
る
元
気
で
顔
や
手
足
は
、
ば
ん
そ
う
こ
う
だ
ら
け
で
親

と
し
て
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
ば
か
り
で
す
が
２
人
仲
良
く
成
長
し
て
く

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

清水 磨 さん　智恵子 さん（下関）

晴 輝く　ん（５歳）

乙 夏ちゃん（１歳）

はる　 き

おと　 か


